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はじめに
中国古典における伝統的な著作態度の一つとして、先行する資料を基に、更に自身の新たな創作を書き加えて一篇
と成すという手法が挙げられる。それは小説についても例外ではない。蒲松齢が『聊斎志異』を執筆するにあたり、さまざまな形で作品数を増やしたと推測されるが、その一つにこのような手法に拠ったと思われる形跡が認められる。一例を挙げると、巻一「画壁」は、朱孝簾という男が寺の壁に描かれた垂髫姿の散華天女の美しさに心を奪わ陶然となり、気が付く 絵の中に入っていた。そこは天上世界であって、二人は親しい仲となり二日の間、逸楽に耽った。それを他の天女達に見つかり懐妊 ことを告げられ 散華天女はそれまでの （嫁入り前の娘 髪型）から鬟（大人のまげ）に髪上げをさせられた。壁画の外で待っていた僧が呼ぶと、壁画の中から朱が降 て来たが、壁画を見ると、散華天女の髪は垂髫 はなく、高々と髷が結ば ていたという内容である。
一方『酉陽雑俎』巻一続集には、元の末の話として、開州の冉従長将軍の元に身を寄せていた柳成という者が絵の
中に入り、絵具を使わずに図像を改修した記事が見える。ある日、甯采 画家が見事な竹林の七賢図を描い
二六〇
ころ、この絵には意趣が欠けているから一層の精彩を加える、と言い残して柳成は絵の中に飛び込んだ。やがて絵から出て来て指差した阮籍の像を見ると、それまで 絵とは異なり 口元だけが笑っているよう 見えたという。
絵の中に入り
込
注１む
というだけでなく、さらにその絵を加工するという話の独創性から考えて、 『聊斎志異』の「画
壁」は、この『酉陽雑俎』の記事を参考にして書か たものと推測される。また「画壁」では、朱孝簾が天女と天上世界にいた時、金の鎧
注２
を着た恐ろしい顔の番卒が突然現れ、下界の人間の探索を行う。震え上がり、命からがら壁画
から外に出た朱孝簾に向かって僧は「幻は人に由りて生ず」と告げる。人の淫心がみだらな世界を生み出し、みだらな心が恐怖の世界を生むのだという異史氏の言葉で締め括 この作品は、 『聊斎志異』の代表作と言 良い。 『酉陽雑俎』の記事は、絵の中に入って図柄を変えたという妖術使 の記録に過ぎないが、 「画壁」は蒲松齢の手によって妖術を持たない普通 人間が煩悩 駆られ、 の中 世界 迷い込むや、短時間に究極 快楽と恐怖の両方を体験し、しかもそのすべては幻だったとする含蓄に富んだ説話に仕立て直されたのであろう。
言うまでもなく『聊斎志異』は、中国志怪小説の集大成であり、 『捜神記』 『捜神後記』 『酉陽雑俎』 『子不語』など
の資料をもとに書かれたと推測される作品が数多く見出される。小論では、 『聊斎志異』 作品群 内容をあら めて検討し、それがどのように形成されたか卑見を述べてみたい。扱う資料は原文ではなく、書き下し文を示す。尚、資料は便宜上 適宜改行している。
一
『聊斎志異』が古い資料に題材を求めた典型的な作品例を示そう。最初に巻五「酒虫」の全文を掲げる。
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長山の劉氏は、体肥え飲むを嗜む。独り酌する毎に、輒ち一甕を尽す。負郭の田三百畝、輙ち半ば黍を種えて家豪富なれば、飲むを以て累と為さざるなり。一番僧之を見、其の身異疾有り、と謂ふ。劉、答へて無し、と言ふ。僧曰く、君飲むに嘗て酔はざるや否や、と。曰く、之れ有り、と。曰く、此れ酒虫なり と。劉、愕然 して、便ち医療を求む。曰く、易きのみ、と。何の薬を需むる、と問へば、倶に須ひず、と言ふ。但だ日中に於て俯臥せしめ、手足 摯ぎ、首を去るこ 半尺許り、良醞 器を置く。時を移すに燥渇し、飲まんと思ふこと極と為る。酒香鼻に入り、
火大熾すれども飲むを得ざるに苦しむ。忽ち
咽中暴癢たるを覚え 吐けば物の出づる有りて、直に 中に堕つ。縛 解き之を視れば、赤肉長さ三寸許り、蠕動すること游魚の如く、口眼悉く備はる。劉 驚 謝し 酬ゆる 金 以てすれども受けず 但だ其の虫を乞ふ。何の用に将ふ 、 問へば曰く、此れ酒の精なり。甕中に水を貯へ、虫を入れ之を攪ぜ ば、即ち佳醸を成す、と。劉、之を試さしむれば果た て然り。劉 是れ自り酒を悪むこと仇の如し 体は漸く痩せ 家は亦た日々貧しく、後には飲食すら給する能はざるに至る異史氏曰く、日に一石を尽くして其 富を損す 無きに 一斗 飲まずして以て益々貧しきに適 。豈に飲啄は固より数有るか と。或ひと言はく、虫 是れ劉の福にして劉の病 非ず。僧、之 愚にして以て其の術を成す、と。然りや否や。
	
（ 『聊斎志異』巻五「酒虫」 ）
毎日一石も飲み干す大酒飲みの劉氏を日中、日向にうつ伏せに寝かせ、酒の匂いを嗅がせたところ、その体内から
奇妙な虫が出てきたというこの種の奇譚は、 『聊斎志異』にあっては珍しい。何よりも、富と酒との関係にまつわる数々の謎を読者に投げかけ、考えさせるなど、文学作品としての完成度が高い。ところが『捜神後記』巻三には、こ
二六二
の「酒虫」とよく似た話が見える。
桓宣武の時、一督将有り、時行の病後の虚熱に因り、更に能く複茗を飲む。必ず一斛二斗にして乃ち飽く。纔に升合を減ずれば 便ち以て足らざると為す。復た一日に非ざれば、家は貧し。後、客有り、之 造
いた
る。正に其の
複茗を飲むに遇ふ。亦た先に、世に此の病有るを聞き、仍ほ更に五升を進めしむれば 乃ち大いに吐き、一物の出づる有り。升の大いさの如し。口有り、形質は縮
し、状は牛肚の如し。客、乃ち之を盆中に置き、一斛二升の複茗を以て
之に澆がしむ。此の物、之を噏
す
ひて都て尽くすも、止だ小しく脹るるを覚ゆるのみ。又た五升を加ふれば、便ち
悉く混然として口中従り湧き出づ。既に此の物を吐けば、其の病、遂に差
い
ゆ。或ひと之に問ふ、此れ何の病ぞ、と。答へて云く、此の病は斛二瘕と
名づく、と。
	
（ 『捜神後記』巻三）
右に掲げた二つの資料の話には共通点が多い。①ある特定の飲み物を、毎日大量に飲まないと満足しない習慣病に
罹っている。②ある日、その病に詳しい第三者に偶然出会う。③第三者がその特定の飲物を使い、体内に潜んでいる元凶を吐き出させる。
これだけ一致点が多いことから考えて、 『聊斎志異』 「酒虫」が『捜神後記』巻三を参考にして書かれたことは疑い
がない。しかし、よく見ると相違点も多く、 「酒虫」の方が短編小説としての完成度は格段に高くなって る。先ず、①の特定の飲物について見ると、 『捜神後記』では「複茗茶」であるのに対 「酒虫」では「酒」に いるのは、一般的 嗜好品と て、 「酒」の方が小説として読者の興味を惹き易いからであろう。また、飲む量 つい も「一甕」とあるのみで『捜神後記』のように具体的な量を記さず、 「異史氏曰」に初めて「一石」と記す。②第三者に
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ついては、 『捜神後記』には「客」とあるのみであるが、 「酒虫」には「番僧」すなわちラマ教の僧となっている。その理由は、医療にも詳しい知識人としてラマ僧
注３
を登場させたのであるが、この僧は劉氏の体内に居た酒虫を騙し取る
悪役として描くため、敢えて異教徒の僧としたと考えられる。③吐き出させた物について。 「升ほどの大きさで口が付き、形も表面も縮まっていて、その姿は牛の胃袋のよう」な物と「すぐに溶け合ってひとかたまりとなった物」（捜神後記） 。 「体は赤く長さ三寸程の虫が魚のように泳ぎ回り、口や目も全部備わっている」 （酒虫） 。この吐き出した物についての記述は、 「客人はおもむろにこれを盆の上に置くと、複茗茶を一斛二升上から注がせた。するとこの不気味な物は、茶をすべて吸い尽くしたが、ほんの少しだけ膨れたように思え だけだった」 （捜神後記） 。 「これは酒の精なのである。甕の中に水を入れ この虫を入れてかき混ぜる 、たちまち上等な酒が出来上がります」 （酒虫） 。複茗茶・酒を飲んでいたのは、実は本人ではなくこの得体の知れない物体であったという点は共通するものの、両者を比較すると、先ず気が く その大きさ あって、 「牛 胃袋」と「三寸程の虫」 いう対照的な相違点があるまた、 「酒虫」で描かれて る 『捜神後記』のような物体ではなく虫 如き生物であり、この小さな虫は単に酒を吸い取っていただけで く、水の中に入れて掻き混ぜれば上質な酒が出来上がる酒 精 。 のように、「酒虫」には読者の興味を惹くための工夫が随所になされ、より物語性に富んでいることは明らかである。「酒虫」が物語性を重視し工夫を凝らしているという点について更に指摘すると、 『捜神後記』では流行病に罹った督将が複茗茶を大量に飲むために家は貧しかっ と記 のに対し、 「酒虫」では、日に一石もの酒を飲ん も飲み代には困らなかった裕福な劉氏が、僧 虫 取り除かれた後は、体 しだい 痩せ衰え 家 その日 食事にも事欠く程、貧しくなってゆく。そして末尾の「異史氏曰」には「人の飲み食 には、最初から分限というものが だろうか注４
、あるいはこの虫は劉氏の福の神であったものを、 （虫欲しさに）僧が騙して取ったのであろうか」という謎か
二六四
けで締め括るなど、小説としての完成度を飛躍的に高めている。『捜神記』をもとにして書かれたと考えられる『聊斎志異』の典型例として次に巻一「種梨」を挙げる。 『聊斎志異』には道士による妖術が屡々見えるが、とりわけ「種梨」はその代表的な作品として知られ、読者に強烈な読後感を与えている。梨を売 田舎者に向かって執拗に梨を無心する道士を見かねた者が、梨を一つ買い与えた。道士はその場で梨を食べ終えると、梨の芯を地面に埋めた。するとたちどころに芽が生え、枝葉の生い茂る樹木に成長し、実をたわわにつけた。道士は梨の実を居合わせた衆人にすべて分け与えた後立ち去ったが、田舎者が気が付くと荷車の中の梨の実はすべてなくなっていた、というのが一篇のあら じである。一方、 『捜神記』巻一にも「種梨」と酷似する記事が見える。
郷人の梨を市に貨る有り。頗る甘芳にして値騰貴す。道士の破巾絮衣して車前に
こ
ふ有り。郷人之を咄
しか
るも亦た
去らず。郷人怒り、加ふるに叱罵を以てす。道士曰く、一車数百顆、老衲止だ其の一を
ふのみ。居士に於て亦
た大損無し 何ぞ れる、と。観る者、劣者一枚を置き去らしめんことを勧むるも、郷人執して肯んぜず。肆中の傭保者、喋聒して堪へざ を見、遂に銭 出して一枚を市
か
ひ、道士に附す。
道士拝謝し、衆に謂ひ 曰く、出家人は吝惜を解せず。我に佳梨有り 請ふ出して客に供せん、と。或ひと曰く、既に之有り 何ぞ自ら食はざる、と。曰く、吾は特だ此の核 需め、種うるを作さんのみ、と。是に於て梨を掬して大いに啗ふ。且に尽きんとす に、核を手に把り、肩上
すき
を解き、地を坎
ほ
ること深さ数寸、之を納め
て覆ふに土を以てす。市人に向ひ、湯の沃灌するを索む。好事者、路に臨む店に於て索めて沸瀋を得。道士接り、坎処に浸ぐ。万目攢視する 、勾萌の出づ 有 を見 。漸く大 、俄かに大に、俄かに樹 成し、枝葉扶疎た 。
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倐たちま
ちにして花さき、倐ちにして実り、碩大芳馥、纍纍として樹に満つ。道士、乃ち樹頭に即きて摘み、観る者に
賜ふ。頃刻にして尽く。已はれば乃ち
すき
を以て樹を伐り、丁丁たること良久しくして、乃ち断つ。葉を帯びて肩
頭に荷ひ、従容と 徐ろに歩みて去る。初め道士、法を作す時、郷人も亦た衆中に雑り、領
くび
を引き注目し、竟に其の業を忘る。道士既に去り、始めて車
中を顧みれば 則ち梨は已に空し。方に適に俵散する所は、皆な己が物たるを悟るなり。又た車上細視すれば、一
亡し。是れ新たに鑿断する者なり。心に大いに憤恨し、急ぎ之を迹
たず
ぬ。牆隅を転じ過ぐれば、則ち断
は垣
下に棄つ。始めて伐る所の梨の本は、即ち是の物たるを知るなり。道士は在る所を知らず、一市燦然たり。異史氏曰く、郷人の
たる、憨状掬すべし。其の市人に笑はる、以
ゆゑ
有るかな。毎に見る、郷人の素封と称せら
るる者、良朋米を乞へば則ち怫然として、且つ計りて曰く、是れ数日の資なり、と。或ひは一危難を済ひ 一煢独に飯するを勧むれば 則 又た忿然として計りて曰く、此れ十人五人の食なり、と。甚しくしては、父子兄弟にも錙銖を較尽す。淫博心を迷はすに至 に及んで 則ち嚢を傾けて吝しまず。刀鋸の頸に臨めば則ち命を贖ふに遑あらず。諸々 此くの如き類ひ、正 道ふに勝へず。蠢爾た 郷 、又た何ぞ怪しむに足らん。
	
（ 『聊斎志異』巻一「種梨」 ）
呉の時、徐光といふ者有り。嘗て術 市里に行ふ。人従り瓜を乞ふ。其の主与ふ こと勿し。便ち従りて瓣を求め、地を杖して之を種う。俄かにし 瓜生じ、蔓延び 花 生じ 実を成す 乃ち取り 之を食らひ 因 観る者に賜ふ。鬻ぐ者、反りて出だし売る所を視れば、皆な亡耗す。凡そ水旱を言へば甚だ験あり。大将軍、孫
が門に過る。衣を褰げて左右に趨り、唾踐す。或ひと其の故を問
ふ。答へて曰く、流血臭腥、耐ふ可からず。
聞きて悪みて之を殺す。其の首を軌るも血無し。
が幼帝を廃
二六六
し、更に景帝を立てて、将に陵に拝せんとして車に上る。大風有りて
車を盪かす。車、之が為に傾く。光が松
樹の上に在るを見る。手を拊ち指揮し、之を嗤笑ふ。
、侍従に問ふに、皆な見る者無し。俄かにして景帝、
を誅す。
	
（ 『捜神記』巻一）
『聊斎志異』 「種梨」は一読して『捜神記』巻一の資料の前半部をもとに書かれたと推測できよう。この二つの作品には細かな相違点があり、 「瓜」が「梨」に、 「徐光」という固有名詞が「道士」という一般名詞に置き換えられているが、話の筋はそのままに、登場人物と移動させた物だけを書き換える手法こそ、 「種梨」が『捜神記』巻一の前半部から話の題材を取った証と考えたい。また、既に見てきた「酒虫」と同様、蒲松齢が「種梨」を執筆するに際し、物語性という点に腐心したと思われる 徐光の記事には られない工夫が見 。 「道士は湯を受け取ると、いま掘った穴に注いだ。人々の目がそこに集中し見守るうちに、曲がった芽が生えてきた。しだいに大きくなり、たちまち樹木となって枝や葉が生い茂った」 「切断された長柄が一本、塀の下に捨てられ い さきほど が伐った梨の樹の幹が、荷車の長柄であったことにやっ 気付い 」等の表現がそれである。そし 何よりも、作品の内容が極めて特異であることから、徐光 記事と「種梨」 拠っ 資料がそれぞれ別箇のもので、時代を経て結果的に偶然類似した内容となったというこ は考え くい。その他、 「種梨」と同趣の『聊斎志異』の作品としては巻四「寒月芙暗
」に、済南道人が人の求めに応じ、冬の
殺風景な水面亭に蓮の青葉を生い茂らせ、蕾から瞬く間に無数の花を一斉に咲かせた話 及び、上等な酒を貯えておきながら客に出し惜しんだ済東の観察公の酒を、済南道人が術を使って手元の壺に移し、歓を尽すまで客に ふるまった話 見える。
一方『捜神記』巻一の一連の記述は、徐光という様々な妖術を駆使する者の行動記録を簡潔にまとめたもので、
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「種梨」に対応する記事はその前半部に過ぎない。その他、後半部には予言・不死身など、様々な妖術の記事が見えることは右に示した通りである。これに対して「種梨」は梨だけでなく、荷車の長柄まで失う結果になった記述が追加され、道士の術を通して強欲な田舎者の愚かさに焦点が移されるなど、 『捜神記』と比べてはるかに長文の、読者を念頭に置いた作品となっている。これらのことを考え合わせると、 『聊斎志異』の「種梨」もまた『捜神記』巻一の前半部の記事をもとにして作られたと推測される。
二
これまで見て来た『聊斎志異』の作品は、その記述や内容が他書と明らかに一致する例であるが、 『聊斎志異』書
中には、完全に対応しているわけではないものの、内容が他書と類似する作品も数多く見出せる。例えば巻一 長清僧」は、長清の僧の魂が他人の体に乗り移った話であるが、これと同旨 話は既に『酉陽雑俎』続集巻三、支諾皐下に見えている。
開元の末、蔡州上蔡県、南李村の百姓、李簡は癇疾して卒す。瘞後十余日、汝陽県の百姓、張弘義は素より李簡と相ひ識らず。居る所、相ひ去ること十余舎、亦た病に因りて死す。宿を経て卻活すれども、復た父母・妻子を認めず。且つ言はく、我れは是れ李簡なり、家は上蔡県、南李村に住む 父の名は亮、と。遂に徑ちに南李村に往き、亮の家に入る。亮、驚 其の故を問ふ。言はく、方に病む時、夢に二人の黄を著け帖を齎
も
つ有るに追はる。行くこと数里、一大
城に至る。署して王城と曰ふ 一処に引き入る。人間の六司院の如し。留居すること数日、勘責する所 事、悉
二六八
く対ふること能はず。忽ち一人、外自り来たる有り。称するに錯へて李簡を追へり、即ち放還す可し、と。一吏曰く、李簡の身は壊る。須らく別に生を託せしむべし、と。時に父母・親族を憶念し、別処に生を受くるを欲せず、因りて卻って本の身に復せんと請ふ と。少頃して領せらるる一人、至る。通じて曰く 雑職の汝陽の張弘義を追到す、と。吏、又た曰く、弘義の身は幸ひ未だ壊れず。速かに李簡をして其の身に託 以て余年 尽さしむ、と。遂に両吏に扶持せられ、城を卻き出づ。但だ行くこと甚だ速やかにして、漸く知る所無し。忽ち夢の覚むるが若し。人環して泣くを見、屋宇に及ぶも、都て復た認めず と。亮、其の親族・名氏・及び平生の細事を訪へば、知 ざる無きなり。先に竹作を解す。因りて自ら房に入り、刀具を索め、
を破り器を成す。語音挙止、信に李簡なり。竟に汝陽に返らず。
	
（ 『酉陽雑俎』続集巻三、支諾皐下）
開元の末、蔡州上蔡県南李村の李簡という者が癇疾で亡くなり冥府に連れて来られたが、尋問の結果、冥府の役人
の手違いであったことが判明し、現世に帰されることとなった。しかし、身体は既に傷んでしまっている上、父母や親族への思 から他所へ生まれ変わることを望まないため、李簡を埋葬して十日後に死亡した近隣に住む張弘義という者の肉体を使って李簡の残りの寿命を全うさせることにした。
さて、一晩たって蘇生した張弘義は、父母・妻子を見知らず、さらに自分は上蔡県南李村に住む李簡で、父親の名
は亮であると言った。果たして亮がその親族の氏名・平生の事まで細かに尋ねたところ、すべて知っていただけでなく、李簡が生前身に着けて 竹細工の技術・物言い・挙動に至る 、李簡その人であったという。次に『聊斎志異』巻一「長清僧」の全文を掲げる。
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長清の僧、某、道行ふこと高潔なり。年八十余にして猶ほ健なり。一日、顛仆して起たず、寺僧奔り救ふも已に円寂す。僧、自ら死を知らず。魂瓢去し、河南の界 至る。河南に故紳有り。子、十余騎を率い鷹を按じて兔を猟す。馬逸し堕ちて斃る。僧の魂、適々相ひ値
あ
ひ、翕然として合し、遂に漸く蘇る。廝僕環りて之に問ふ。目を
張りて曰く、胡ぞ此に至る、と。衆扶け帰る。門に入れば則ち粉白黛・縁者、粉集顧問す。大いに駭きて曰く、我は僧なり。胡ぞ此に至る、と。家人以て妄せりと為し、共に耳を提げて悟らしむ。僧も亦た自ら申解せず、但だ目を閉じ、復た言有らず。餉には脱粟を すれば則ち食ふも、酒肉は則ち拒む。夜は独り宿し、妻妾の奉を受けず。数日後、忽ち少歩を思ふ 衆、皆な喜ぶ。既に出づ。少らく定まれば即ち諸僕 来し、銭簿・穀籍・雑諸もて会計せしむ。公子、託するに病倦を以てし、悉く謝して之を絶つ。惟だ問ふ、山東の長清県、之を知るや否やと。共に答ふ、之を知る、と。 我れは鬱として聊頼無し 往きて遊矚せんと欲す。宜 く即ち任を治むべし、 衆、新たに
い
ゆ、未だ応に遠く渉るべからず、と謂ふも聴かず。翼日、遂に発す。長清に抵る。風物を
視ること昨の如し。途 煩問す こ 無く、竟に蘭若 至る弟子数人、貴客 至るを見 伏して謁すること甚だ恭 乃ち問ふ、老僧は焉 に往く、と。答へて云く 吾が師は曩に已に物化す、と。墓所を問ふ。群、導き以て往けば 則 三尺の孤墳にして荒草 猶ほ未だ合せざるなり。衆僧、何の意なるかを知らず 既に 戒馬帰さんと欲すれば 嘱して曰く、汝の師は戒行の僧なり。遺す所の手澤は、宜しく
恪つつ
しみ守りて損壊せしむること勿れ、と。衆、唯唯と。乃ち行く。既に帰り、灰心木坐し、
了として家務を匂当せず。居 こと数月、門を出でて自ら遁れ 直 旧寺 抵 弟子に謂ふ、我れは即ち汝師なり、と。衆、其の
謬いつは
るを疑ひ、相ひ視て笑ふ。乃ち返魂の由を述べ、又た生平の為す所を言へば、悉く符
二七〇
す。衆、乃ち信じ、居るに故榻を以てせしめ、之に事ふること平日の如し。後、公子の家、屡々輿馬を以て来たり、之を哀請するも、略ぼ顧瞻せず。又た年余、夫人、紀綱を遣はして至り、餽遺 る所多し。金帛は皆な之を卻け、惟だ布袍一襲を受く のみ。友人或ひと 其の郷に至り、之に敬造す。其の人 黙然として誠篤たるを見る。年僅かにして立つ 輒ち其 八十余年の事を道ふ。
	
（ 『聊斎志異』巻一「長清僧」 ）
いま見て来た『酉陽雑俎』の記述は簡潔であるが、 「長清僧」との相異は、冥府の様子が記されていることである。
人の生死は冥府で管理され、冥府に戻った死者は生前の行いについて厳しい取り調べを受けた後、必要とあれば魂と肉体の交換が行なわれることが分かる。一方、 「長清僧」では、亡くなった長清の僧の魂が冥府に行くことなく「魂瓢去し、河南の界に至る」とあるように、ふわふわと現生を漂って河南の地に飛んで行き、たまたま事故死した河南の紳先生
注５
の体にぴったり合わさり
注６
、次第に蘇った。つまり、長清の僧の魂は冥府の役人の判断によらず、全く偶然通
りかかった紳先生の魂と入れ替わったことになる。亡くなって間もない体を借りる「魂返り」に類する話は、 『聊斎志異』の他作品にもいくつか見えていて、巻二「珠児」 、巻三「黄九郎」などがあ 。これらは冥界から来た魂が乗り移る話となっており、 「長清僧」とは稍々異なることに留意しなければ ら い。また、巻四「鬼作筵」には、現生の人間に先祖霊が入れ替わり、冥府の情報を伝え 内容 なっている。
さて、二つの資料を比べてみると、 『聊斎志異』の「長清僧」に記されている固有名詞は 山東長清県」のみであ
るのに対して、 『酉陽雑俎』支諾皐下は時代・場所・人名を詳細に記し 『酉陽雑俎』の記事が記録文学としての姿勢で一貫 いるのに対し、 『聊斎志異』の「長清僧」が読者を意識 た読み物を目的として書かれていることは明らかである。次に『聊斎志異』巻四「蹇償債」 『子不語』巻一「大楽上人」について検討を加える。最初に二
聊斎志異小考
二七一
つの作品の全文を掲げる。
李公著明は慷慨施しを好む。郷人某は公の室に傭居す。其の人、少くして遊惰、農業を操ること能はず。家は窶貧なり。然れども小きより技能有り。常に役務を為し、毎に之に
賚たま
ふこと厚し。時に晨炊無く、公に向ひ哀乞
す。公、輙ち給するに升斗を以てす 一日、公に告げて曰く、小人日々厚恤を受く。三四の口、幸ひ餓殍せず。然れども、曷ぞ以て久しくす可き。主人に乞ふ、我れに
豆一石を貸せ、資本と作さん、と。公、訢然として之
に授く ば負ひ去る。年余にして一も償ふ所無し。之に問ふに及べば、豆貲は已に蕩然たり。公、其の貧なるを憐み、亦た置きて索めず公、蕭寺 読書す。後三年余、忽ち夢 某来た 曰く、小人、主人に豆直を負ふ。今、来たりて投償せんと。 之を慰めて曰く、若し爾の償を索むれば、則ち平日負 所の欠けたる者は 何ぞ数算す可けん、と某、愀然として曰く、固より然り。凡そ人、為 所有 受くれば、千金は報ぜざる可きなり。若 端無くして人の資助を受くれば 升斗すら且つ昧きを容れず、況んや其の多きをや と。言ひ已竟はりて去る。公、愈々疑へり。既にして衆人、公に白す、夜牝驢一駒を産む。且つ修偉なり と。公、忽ち悟りて曰く、駒の某為ること毋きを得んや、と。数日を越して帰り、駒を見、戯れに某の名 呼べば 駒は奔りて赴くこと知識有 が若し 此れ自り遂に以て名 為す。公、乗りて青州に赴く。衡府の内監 見て之 悦ぶ 願はくは重價を以て之 購はん、と 議直ち 未だ定まらず。適々公、家の急務を以 待つに及ばず、遂に帰る。又た歳を逾し、駒、雄馬と同櫪し
骨を
折す。療す可からず。牛医有り、公の家に至る。之を見、公に謂ひて
二七二
曰く、乞ふ駒を以て小人に付せ。朝夕療養し、需むるに歳月を以てすれば、万一に
痊い
ゆるを得ん。直るを得れ
ば、公と之を剖分せん、と。公、請ふ所の如し。後数月 牛医驢 售る。銭千八百を得たり。半を以て公に献ず。公、銭を受けて頓悟す。其の数、豆の價に適符するなり。噫、昭昭の債、冥冥の償、此れ以て勧むるに足れり。
	
（ 『聊斎志異』巻四「蹇償債」 ）
洛陽水陸庵の僧、大楽上人と号す。財に饒かなり。其の隣人、周某、県役に充る。家貧しく、税租を承催すれば、皆な之を侵触す。比期に逢󠄀ふ毎に、輒ち上 向ひ借貸す。数年間積りて七両に至る。上人、其の償還 るに無力なるを知り、復た取索せず。役、頻りに恩に感じ 相ひ見れば必ず曰く、吾れ上人の恩に報ゆる能はず死すれば当に驢馬と為り、以て報ゆべし、と居ること何も無くして、晩に人有り門を叩くこ 甚だ急なり 誰為るかと問へば、声 応じて曰く、周某なり来りて恩に報ゆるのみ、と。上人戸を啓けば了 して人を見ず。以て 戯むる者有りと為す。是の夜、畜ふ所の驢、一駒を産む。明旦役 訪へば、果たして死す。上人驢の傍 至れば、産駒首を奮ひ 足を翹げ、相ひ識る者の若し。上人之に乗ること一年、山西の客、宿に来たる 。其の駒 愛す 之を買はんと求む 上人許さず。其の故を明言するに忍びず 客曰く 然ら 則ち我 借せ。騎 て某県に往き、一宿せん、可なるか、 。上人之を許す。客鞍に上り、轡を攬り笑ひて曰く、吾れ和尚を詐れるのみ。我れ此の驢 愛す 之に騎れば未だ必ずしも即返せず 我れ已に値を措くに汝の机上 置けり。帰り之を取る可 。顧みず 馳す。 奈何ともす可き無し。房に入りて之を視れば、机上の白金七両、其の負ふ所の数の如
	
（ 『子不語』巻一「大楽上人」 ）
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最初に確認しておかなければならないのは『聊斎志異』と『子不語』の先後についてである。蒲松齢の生没年が
１６４０～１７１５年、袁枚が１７１６～１７９７年であるが、 『聊斎志異』は蒲松齢の死後五十一年を経た乾隆三十一（一七六六）年、厳陵の太守、趙起杲が鮑以文とその他四人の協力によって始めて青柯亭本として刊行されたことは、すでに先学の指
注７摘するところである。また、袁枚が『子不語』を執筆したのはその晩年、六十歳前後と言わ
れている
注８
から、 『子不語』が世に出たのは『聊斎志異』が出版されて間もない頃であったと考えられる。
さて「蹇償債」をよく読んでみると、話の筋に飛躍がある。 「蹇償債」は、李公著明という者から長年経済的援助
を受けてきた郷人某が夢に現れて「借りた大豆の代金をお返ししたい」と伝えた記述に続いて、牝の驢馬が子驢馬を産んだという報に接した李公著明が「忽ち悟りて曰く、駒の某為ること毋きを得んや」と、その驢馬は某に違いないと直ぐに分かったと書かれているが、そ 理由は分かりにくい。 『子不語』 「大楽上人 よう 、大楽上人から長年の恩義を受けた周某が「死す ば当に驢馬と為り、以て報ゆべし」つまり「死んだら驢馬になって これまでの御恩に報いたいと口癖のように言っていた」という記述が無く 驢馬 生まれ変わったことのみを記す一方、郷人某が死亡したことについては触れ いな からである。これに対して「大楽上人 では、果 して飼っていた驢馬が子を一頭産んだ明くる朝早く、周 家を訪ねてみると、案の定、周は死んでいた と記している。
驢馬に生まれ変わって債務を償うという記述は『聊斎志異』の書中にも見えている。巻八「銭卜巫」は「蹇償債」
と同旨の話で、夏商という貧しい者に同情し 金持ちの某翁が大金を貸し 商 をさせてやろうとした際、夏商は翁に向かって「十数金すら尚ほ償ふ能はず、奈何ぞ来世の驢馬の債を結ばんや」 （十数金でさえ できない に、どうして来世、驢馬に生まれ変わらなければ返せぬようなお金を拝借できましょうか）と、借金を辞退し 記述があることを指摘しておきたい。
二七四
三
白行簡の「奇夢」は「所謂彼の夢に往く所有りて此れ之に遇ふなり」と記す通り、幽体離脱が本作品の主題となっ
ている。幽体離脱については、古くは『捜神後記』巻三に、宋の時の某夫婦の話として、朝外に出かけた筈の夫が、まだ布団の中で眠っていた
話注９
を載せ、唐代の陳玄佑「離魂記」 、 『剪燈新話』 「金鳳釵記」には駆け落ち物語の共通す
る題材となっている。やがて時代が下り清代、紀昀『閲微草堂筆記』巻四には、明らかに「奇夢」をふまえて書いたと思われる次のような話が見え いる。
武邑の某という道学者が、妖怪が出ることで知られる寺の経蔵の前で深夜酒宴を催し、酣となるに及んで『西銘』
の万物一体の道理を議論した。道学者をもっ 自ら任ずる某は妖怪を怖れることなく談じ続け、その場に居合わせた者も皆、夜が更けるのも気付かず、衿を正して某の話に聞き入っていた。すると突然、経蔵 上から激しく叱りつける声とともに、石垣 瓦が投げつけられ、雷のような地響きをたてたと う
忽ち閣上に厲声あり、叱りて曰く、時、方に飢疫す。百姓頻る死亡する有り。汝は郷宦たり。既に早く義挙をへ、粥を施し、薬を捨くを思はざれば 即ち応 此の良夜を趁
を
ひ、戸を閉め安眠すべし。尚ほ自ら了漢たるを失
はざらん。乃ち虚談・高論し 此に在りて 民は胞なり、物
ともがら
は与なり、と講ず。知らず、所謂、胞
ともがら
与とは安くに
在るか。
就も
令し
構ずること天明に至れば、還た飯餐を作す可きか。薬服を作す可きや否や。且く汝に一磚を撃た
ん。汝、再び講ぜよ、邪は正に勝たざる、と。忽ち一城磚 飛 下る。声は霹靂の若し。杯盤・凡ての案 倶 砕く。某公、倉皇として走り出づ。曰く、程朱
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の学を信ぜず、此れ妖の妖たる所以か、と。徐に歩み太息して去る。
	
（ 『閲微草堂筆記』巻四）
「奇夢」は、あらためて述べるまでもなく、劉幽求という朝邑の丞が夜中に仏堂院の側を通りかかると、自分の妻が寺の中で十数人の児女と歓談飲食しているのが見えた。これを訝り瓦を投げ入れると、そこに居た者たちは掻き消すように姿を消した。その後、帰宅した劉幽求が今体験し 出来事 妻に話したところ、妻もまた夢の中で、見知らぬ十数人の者と寺院の庭で会食していた。その最中、外から何者かが瓦礫を投げ入れ、盃や皿が飛散したところで目が覚めた、と語ったという話 ある。
天后の時、劉幽求、朝邑 丞たり。嘗て使を奉じ夜帰る。未だ家に及ばざること十余里にして、適々仏道院有り、路其 側に出づ。寺中に歌笑歓洽するを聞く。寺垣短欠して尽く其の中を覩るを得たり。劉 身を俯して之を窺へば、十数人の児女雑坐し、盤餞 羅列し 之を環繞して共に食らふを見る。其の妻の坐中に在りて語笑するを見、劉初め愕然として其の故を測らず。之を久うし、且つ其の当 此に至るべからざ 思ふも、復た之捨つ こと能はず。又熟視すれば 容止言笑、異なる無し。将に就き 之を察せんとす も、寺門閉ざされて入るを得ず。劉、瓦を擲げて之を撃 其の罍洗に中つ。破迸走散し、因りて忽ち見えず。劉、垣を踰え 直ちに入り、従者と同に視れば、殿廡人無く、 扃故 如し。劉、訝ること益々甚だ 。遂に馳せ帰る。其の家に至る
ころほ比ひ、妻方に寝ぬ。劉の至るを聞き、乃ち寒暄を叙し訖る。妻笑ひて曰く、向に夢中に数十人と一寺に遊ぶ。
皆な相ひ識らず。殿庭に会食す。人有り、外自り瓦礫を以て之を投じ、
杯盤
狼藉たり。
因りて遂に覚めたり、
と。劉も亦た具に其の見を陳ぶ。蓋し所謂彼の夢に往く所有りて此れ に遇ふなり
	
（白行簡「奇夢」 ）
この二つの作品には、深夜、寺院で宴会をしている最中に瓦を投げつける、という特徴的な行為が共通して描かれ
ていることに注目したい。また「杯盤」という語 共通して見えるなど、破壊された宴席のあり様と、その場の狼狽
二七六
ぶりも酷似している。これを要するに、 『閲微草堂筆記』巻四の記事は「奇夢」をもとに書かれた
注
10のであるが、紀昀
の狙いは「奇夢」の主題ともいうべき幽体離脱ではなく、志怪小説 体裁を借りた宋代の思想である道学への批判であった。
さて、前置きが長くなったが、 『聊斎志異』巻二「鳳陽士人」には、右に示した白行簡「奇夢」を元にして書かれ
たと思われる記述が見出せる。先づ最初に「鳳陽士人」のあらすじを記しておく。
遠方に遊学して一年近く経っても一向に帰宅しない夫（鳳陽に住む士人） ）を案じた妻のもとにある夜、麗人が現
れ、夫に会わせるから一緒に行こうという。難儀して暫く歩くと、白い騾馬に乗った夫に出会った。麗人は、夜半の長旅で疲れているだろう、ここから遠くな 所に自宅があるから休んでいったらどうかと提案する。やがて酒 酌み交わすうちに酔いが回ると、麗人はなまめか く夫を誘惑 閨に誘うのだった。いたたまれなくなって戸外に出た妻は、弟の三郎と出会う。仔細を聞いた三郎は激怒し、麗人の家に行くと戸口には閂がかけられていたが、閨の睦言が外に聞こえてきた。三郎 斗升ほどの石を窓格子に向かって投げつけると、家 中から「旦那の頭が潰れた どうしよう」という大きな声がし 。この声 て妻は愕然と て大い 泣いたが そこで っとして目が覚め、はじめて夢だった 分かった。
翌日、夫が帰って来たが、果たして白い騾馬に乗っていた。妻は不思議に思うも自分から言い出せずにいたが 実
は夫もその夜、同じ夢を見てい 二人で話し合ってみると、その内容はすべて符合した。そこへ士人が帰宅し ことを知った三郎が御機嫌伺いにやって来たが、三郎もまた士 帰って る夢を見 いた。さらに、夫が「危う 大きな石に殺されるところだった」と言 たので、三郎は愕然となっ 。三郎は夢 中で石を投げていたから ある「鳳陽士人」の話のあらすじは以上であるとして、この作品は稍々長文にわたる。いま、原文を全て掲げることは
聊斎志異小考
二七七
避け、考察に必要な該当箇所のみを次に掲げる。
忽ち弟三郎の馬に乗りて至るを見、遽かに便ち下問す。女、具に以て告ぐ。三郎、大いに怒り、立に姉と回り、直ちに其の家に入れば則ち室門は扃を閉ざし、枕上の語、猶ほ
なり。三郎、巨石の斗の如きを挙げ、抛りて
窓櫺を撃つ。三五砕け断つ。内に大いに呼びて曰く、郎君の脳破る、奈何する、と。女 之を聞き、愕然として大いに哭し、弟に謂ひて曰く、我れ汝と郎君 殺すを謀らず、と。 （中略）女、
頓に驚き
寤さ
め、始めて其の夢な
るを知る。越日 士人、果して帰り、白騾に乗る。女、之を異とすれども未だ言はず。士人、是の夜、亦た夢み、見る所、遭ふ所、之れを述ぶれば悉く符し、互いに相ひ駭き怪しむ。既にして三郎 姉の夫の遠くより帰るを聞き 亦た来たりて省問す。語り次いで士人に謂ひて曰く 昨宵、君 帰るを夢みる。今 果たして然り。た大異なり と。士人笑ひて曰く、幸ひ巨石の斃る所 為らず と。三郎、愕然として故を問ふ 、夢を以て告ぐ。三郎、大いに之を異とす。蓋し是の夜、三郎も亦た夢に姉に遇ひ、泣訴され、憤激して石を投ずるなり。三夢、相ひ符すも、但だ麗人のみ何許なるかを知らざるのみ。
	
（ 『聊斎志異』巻二「鳳陽士人」 ）
「奇夢」と「鳳陽士人」を比較すると、一見して一致する記述が多く見出せる。 「室門は扃を閉ざし」 （鳳陽士人）は「寺門閉ざされて入るを得ず」 （奇夢） 、また「巨石の斗の如きを挙げ、抛りて窓櫺を撃つ。三五砕け断つ」 （鳳陽士人）は「瓦を擲げて之を撃てば、其の罍洗に中つ。破迸走散し」 （奇夢）とそれぞれ対応する。また「愕然として大いに哭し」 （鳳陽士人）という表現は、 「 「愕然として其の故を測らず」 （奇夢）を連想させる次に「奇夢」と「鳳陽士人」を構成する上で共通して重要な要素となっている幽体離脱について。 「奇夢」にあっ
ては、夢を見ていたのは妻のみであって、現実に幽体離脱した妻の姿を見た劉幽求の体験談となっ いる。一方「鳳陽士人」では、士人・妻・夫・三郎が同時に夢の中で出会い、目が覚め から三人が同じ をしたことを確認し合
二七八
ったという点、幽体離脱を扱いながら「鳳陽士人」にはより物語としての発展性が認められよう。
物語の発展性について更に言えば、麗人と士人との関係の描写は「少間くして麗人、酔ふを偽りて席を離れ、士人
も亦た起ちて之に従ひて去る。久しくして至 ず。……裁
わづ
かに其の窓に近づけば、則ち断雲零雨の声、隠約して聞く
可し。又 之を聴く 、良人と己との素常の猥褻の状を聞く」というように、興味本位の読者を意識したかなり娯楽性の高い作品となっ いる。その他、同様の著作傾向 作品としては巻二「林四娘」は、青州道の陳宝鑰公という人物が、若く て未婚のまま亡くなり、この世に未練を残した娘と愛 合い契りを結ぶ いう話である 、これは『剪燈新話』の「牡丹亭記」を題材にしたも であろう。 「牡丹亭記」と比べて「鳳陽士人」 同様に「林四娘」も露骨な描写の箇所が見えるのも、娯楽性 配慮したからであろう。
結
　　
語
『聊斎志異』全て四四五篇（趙本） 、蒲松齢がかくも膨大な作品数を揃えることは、想像を絶する労苦があった筈である。この畢生の大作を執筆編集するに際し、先行する従来の文献を如何 参考として取り入れたのか、小論ではこの点について若干の指摘を試みた。小論で指摘 のは明確な痕跡が認め れるごく一部の作品だけで、 『聊斎志異』が基づいたと思われる細かな資料はまだ数多く見出せる。例えば、巻六「恵芳」は、貧 く妻もなく、律儀で朴訥だけが取り柄の馬二混という男のもとに仙女がやってきて妻に ると う話である。こ 種の話は『捜神記』巻一に見える漢の董永の説
注
11
話、 『捜神後記』巻五の白水素女の説
注
12
話として描かれている。また、弓の達人を主題とした文献に
基づいた話として、巻三「老饕」に「叟、鞍上に仰ぎ臥し、其の足を伸ばし、両指を開くこ 箝 如く 、矢を夾み
聊斎志異小考
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住とど
む」 「一たび三矢を発すれば、連
して断たず、群隼の飛翔するが如し。僮、殊に忙迫せず、手に二を接ぎ、口に
一を啣む」というのは、 『列子』湯問篇に「二人交々射るに、中路に矢鋒相ひ触れ」 、また『酉陽雑組』続集巻四「貶誤」に「朝野
載に云ふ、隋末、督君謨なるもの有り、射を善くす。目を閉じて射れば口に応じて中つ。其の目を志
せば則ち目に中て、其の口を志せば、則ち口に中つと云ふ。王霊智というもの有り。射を謨に学び、以て曲に其の妙を尽くさんと為す。謨を射殺し、独り其の美を擅 せん 欲す 謨、一短刀を執り、箭来たれば輒ち之を截る。唯だ一矢有るのみ。謨、口を張りて之を承け 遂に其の鏑を齧る云々」という記事を参考にしたと思わ る。ともかくも、 『聊斎志異』には六 志怪小説のみならず、先秦の文献に至るまでの資料が盛り込まれていることが判明した。これは 蒲松齢が単に作品数を増やすという意図によるだけでなく、中国の文献資料に記された怪異記事を余す所なく伝承してゆこうという自負 基づく所為だった筈である。
注
（１）
絵の中に入り込むという記事は『聊斎志異』の中に道士の術として屡々見える。 「単、壁上に於て一城を画く。手を以て推撾すれば城門は頓に闢く」 （巻三「単 」 ） 、 「道人、壁上に於て雙扉を絵き、手を以て之を撾せば、内に応ずる門者有り、管を振ひ啓 。共に趨り覘望すれば、則ち憧憧たる者、中に往来し、屏幔牀几、亦復た都て有るを見る」 （巻四「寒月芙暗
」 ）等を参照。
（２）
金の鎧について『聊斎志異』には、冥府の役人の特徴的な装いとして描かれている。 「旋見金甲神綰鎖去」（巻十二「公孫夏」 ） 、 「金甲神人、捧黄帛書至」 （巻四「
都御史」 ）と記されているように、 「鎖」や「黄色い
絹に書いた書類」を手にしている。
二八〇
（３）
『聊斎志異』巻五「荷花三娘子」に「会々一番僧、村の寺に卓錫す。宗を見て驚きて曰く、君の身に邪気有り、曽て何の遇ふ所ぞ」とあり、喇嘛僧が医学的知識を持ち医師の代わりに医療行為をしていたものか。
（４）
『聊斎志異』巻四「庫官」に「人の世の禄命は、皆な額数有り。錙銖も増損すること能はず……乃ち其の獲る所を計れば 言ふ所 庫数と適に相ひ
合す」とある。
（５）
原本は「河南有故紳」 。張友鶴輯校本に「何註、紳とは紳先生なり」とある。 『中国古典文学大系』聊斎志異（松枝茂夫訳）では「旧家の若旦那」と訳出している。
（６）
「魂、適々相ひ値ひ、翕然として合す」という表現は、陳玄祐「離魂記」に「笑ひて語らず、 、出でて与に相ひ迎へ、翕然として合して一体と為り、其の衣裳も皆な重なる」 あるのに基づいたと思われる。
（７）
昭和三十三年刊、平凡社『中国古典文学大系』聊斎志異（旧版）藤田佑賢氏 解説（四三三頁）及び、汪玲『蒲松齢与聊斎志異研究』第九章第一節「資料輯伕工作」第三百五十頁（２０１５年、中華書局刊）を参照。
（８）昭和四十六年刊、平凡社『中国古典文学大系』聊斎志異（新版）前野直彬氏の解説（五〇五頁）を参照。（９）
「宋の時、一人有り。其の姓氏を忘る。婦と同に寝ぬ。天暁くれば婦、起ち 出で、後に其の夫、尋（つい）で亦た外に出づ。婦還り、其の夫を見れば、猶ほ被中に在りて眠る。須臾にして奴子 外自り来たりて云ふ、郎、鏡を求む、と。婦、奴の詐れりと以（おも）ひ、乃ち床上を指して以て奴 示す。 云ふ、適（まさ）に郎従り聞き来たる、と 是に於て に馳せ白す。夫、大いに愕き 便ち入りて婦と共に視れば、被中の人は枕を高くして安く寝ぬ 正 是れ 形、了 一も異なる無し 慮 に、是れ其の神魂ならん。敢へて驚動せざらん、と。乃ち共に手を以 徐に床を撫づれば、遂に冉冉 し 席に入りて滅 夫婦 惋
聊斎志異小考
二八一
怖して已まず。少時にして夫、忽ち疾ひを得、性理乖錯し終身癒えず」 （ 『捜神後記』巻三）
（
10）
蒲松齢の生没年は一六四〇～一七一五年、紀昀の生没年は一七二四～一八〇五年であるが、 『聊斎志異』が『閲微草堂筆記』にどのような影響を与えたかは不明。
（
11）
漢の董永は千乗 人なり。少くして偏孤なり。父と肆に居て田畝を力む。鹿車に載せ、自ら随ふ。父亡くなるも、以て葬る無し。乃ち自ら売りて奴と為り、以て喪事に供す。主人、其の賢なるを知り、銭一万を与へ、之を遣る。永、三年の喪を行ひ畢りて、還た主人もて其の奴の職に供せんと欲す。道に一婦人に逢󠄀ふ。曰く、願はくは子の妻と為らん、と 遂に之と倶にす。 人、永に謂ひて曰く 銭を以て君に与ふ、と。永曰く、君の恵みを蒙りて、父の喪は収蔵す。永 小人なりと雖も 必ず勤めに服し、力を致 、以て厚徳に報いんと欲す、と。主曰く、婦人、何をか能くす、と 永曰く、能く織る、と。主曰く 必ず爾（しか）れば、但だ君が婦をして我の為に縑（きぬ）百疋を織らしめよ、と。是に於て永の妻、 人の家の為に織ること十日にして畢はる。女、門 出で 永に謂ひて曰く、我は天の織女なり。君の至孝なる 縁り、天帝我を て君の償債を助けしむるのみ、と。語り畢はりて 空 凌ぎて去る。在る所を知ら 。 （ 『捜神記』巻一）
（
12）
晋の安帝の時、侯官の人謝端 少くして 母を喪ふ。親族有ること無く、隣 の養ふ所 為る。年 十七八に至りて、恭謹 自ら守り、非法 履まず。始め 出でて居るも、未だ妻有らず。隣人共に之 愍念し、為に婦を娶らんことを規る。未だ得ず。端、夜臥し 早に起き、躬耕力作するこ 昼夜を舎かず 後、邑下に於て一大螺を得。三升の壺の如し。以て異物と為して 取りて以 帰り、甕中に貯ふ 之 畜ふこと十数日、端、早 野に至り還る毎に、其の戸中に飯飲湯火有るを見る。人 為 者有るが如 端、謂へらく、隣人之が為に恵むなり、と 数日 此く 如くし 、便ち往き 隣人に謝す。隣人曰く 吾れ初めよ 是を
二八二
為さず。何ぞ謝せらるるや、と。端又た以へらく、隣人、其の意を諭らず、と。然れども、数爾此の如し。後、更に実に問ふ。隣人笑ひて曰く、卿既に自ら婦を取る。蜜かに室中に著きて炊爨して、吾れ之が為に炊ぐと言はんや、と。端、黙然とし 心に疑へども、其の故を知らず。後、鶏鳴を以 出て去り 平早に潜かに帰り、籬の外 於て竊かに其の家中を窺へば、一少女の甕中従り出て、竈の下に至りて火を燃やすを見る。端、便ち門に入り、径ちに甕の所に至りて螺を視れば、但だ女 乃ち竈の下に到るを見るのみ 之に問ひて曰く、新婦何の所従 来たり 相ひ為 炊ぐ、と。女、大いに惶惑し 甕中に還らんと欲す も、去ることを得る能はず。答へて曰く 我れは天漢の中 白水の素 なり。天帝、卿の少くし 孤、恭慎して自ら守を哀れむが故に、我れをして権（か ）に為に舎を守り 炊烹せしむ。十年の 、卿をして富に居り、婦を得しめ、自らは当 還り去るべし。而れども、卿故無く 竊かに相ひ窺掩し 吾が形已に見はる。宜 く復た留まるべか ず。当 相ひ委（す）て去るべし 然りと雖も 爾後 自ら当に少 く差（い）ゆべし。田作に勤め、漁採して生を治めよ。此の殻を留めて去らん。以て米穀を貯ふれば、常 乏 からざる可しと。端、留まるを請ふも、終に肯んぜず。時に天、忽ち風雨あり。翕然として去る。端 為に神座を立て、時節に祭祀す。居 に常に饒足すれども、大富に致らざ のみ 是に於て 郷人 女を以て之 妻はす 後仕へて令長に至ると云ふ。今、道中の素女の祠、是なり。 （ 『捜神後記』巻五）
